
(57)【要約】

【課題】操作部を載置面に載置する際、ケーブルからの

反力を抑えて安定した状態で載置することができる内視

鏡装置を提供すること。

【解決手段】細長で可撓性を有する挿入部２、及び挿入

部２の操作部側端部（端部）２ａが接続され、挿入部２

を操作する操作部３を有する内視鏡５と、内視鏡５から

得た画像を処理して表示する装置本体６と、操作部３と

装置本体６とを接続するユニバーサルケーブル（ケーブ

ル）７とを備える内視鏡装置１であって、操作部３が、

操作部本体８と、それぞれの先端が一つの仮想平面Ｐを

形成するように操作部本体８から突出した、支持部構成

部材を有して操作部３を支える支持部とを備え、ユニバ

ーサルケーブル７の操作部側端部７ａが、挿入部２の突

出する方向と反対側の方向に突出して、仮想平面Ｐに沿

うように操作部３に接続されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 細 長 で 可 撓 性 を 有 す る 挿 入 部 、 及 び 該 挿 入 部 の 端 部 が 接 続 さ れ 、 該 挿 入 部 を 操 作 す る 操
作 部 を 有 す る 内 視 鏡 と 、 該 内 視 鏡 か ら 得 た 画 像 を 処 理 し て 表 示 す る 装 置 本 体 と 、 前 記 操 作
部 と 前 記 装 置 本 体 と を 接 続 す る ケ ー ブ ル と を 備 え る 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 操 作 部 が 、 操 作 部 本 体 と 、
　 そ れ ぞ れ の 先 端 が 一 つ の 仮 想 平 面 を 形 成 す る よ う に 前 記 操 作 部 本 体 か ら 突 出 し た 、 少 な
く と も ３ つ の 支 持 部 構 成 部 材 を 有 し て 前 記 操 作 部 を 支 え る 支 持 部 と を 備 え 、
　 前 記 ケ ー ブ ル の 操 作 部 側 端 部 が 、 前 記 挿 入 部 の 突 出 す る 方 向 と 反 対 側 の 方 向 に 突 出 し て
、 前 記 仮 想 平 面 に 沿 う よ う に 前 記 操 作 部 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 操 作 部 を 手 で 把 持 す る た め の 把 持 部 が 、 前 記 操 作 部 本 体 に 接 続 さ れ て 配 さ れ 、
　 前 記 支 持 部 構 成 部 材 の 少 な く と も 一 つ が 、 前 記 把 持 部 に 配 さ れ 、
　 前 記 ケ ー ブ ル が 、 前 記 把 持 部 か ら 突 出 し て 配 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 操 作 部 を 手 で 把 持 す る た め の 把 持 部 が 、 前 記 操 作 部 本 体 に 接 続 さ れ て 配 さ れ 、
　 前 記 操 作 部 本 体 が 、 前 記 挿 入 部 を 操 作 す る た め の 電 装 部 材 が 内 部 に 収 納 さ れ た 電 装 部 材
収 納 部 を 備 え 、
　 前 記 支 持 部 構 成 部 材 の 少 な く と も 一 つ が 、 前 記 電 装 部 材 収 納 部 に 配 さ れ 、
　 前 記 ケ ー ブ ル が 、 前 記 電 装 部 材 収 納 部 か ら 突 出 し て 配 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ケ ー ブ ル を 保 護 す る 保 護 部 が 、 前 記 電 装 部 材 収 納 部 に 接 続 さ れ て 、 前 記 ケ ー ブ ル の
延 び る 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ 、
　 前 記 保 護 部 に 、 前 記 支 持 部 構 成 部 材 の 少 な く と も 一 つ が 配 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 体 腔 内 や 構 造 物 の 管 内 、 隙 間 等 を 観 察 検 査 す る も の と し て 内 視 鏡 装 置 が 広 く
利 用 さ れ て い る 。 こ の 内 視 鏡 装 置 は 、 体 腔 内 や 構 造 物 内 等 に 挿 入 さ れ る 管 状 の 挿 入 部 、 及
び 挿 入 部 を 操 作 す る た め の 操 作 部 と を 有 す る 内 視 鏡 と 、 内 視 鏡 か ら 得 た 画 像 を 処 理 し て 表
示 す る 装 置 本 体 と 、 操 作 部 と 装 置 本 体 と を 接 続 す る ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル と を 備 え て い る
。
　 こ の 操 作 部 の 操 作 部 本 体 に は 、 操 作 部 を 手 で 把 持 す る た め の 把 持 部 が 、 先 端 に 向 う 途 中
で 屈 曲 す る よ う に 突 出 し て 接 続 さ れ て お り 、 操 作 部 と 装 置 本 体 と の 間 を 接 続 す る た め の ユ
ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル が 、 把 持 部 の 先 端 方 向 に 沿 っ て 接 続 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １
参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 こ の よ う な 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の 内 視 鏡 １ ０ １ に 係 る 操 作 部
１ ０ ２ に は 、 操 作 部 本 体 １ ０ ３ 及 び 把 持 部 １ ０ ５ の 先 端 に 、 机 等 の 載 置 面 に 載 置 す る た め
に 三 つ の 支 持 部 構 成 部 材 １ ０ ６ Ａ ， １ ０ ６ Ｂ ， １ ０ ６ Ｃ か ら な る 支 持 部 １ ０ ６ が 配 さ れ て
い る 。 こ の 操 作 部 １ ０ ２ を 机 等 に 載 置 し た 際 に は 、 操 作 部 １ ０ ２ を 支 持 部 １ ０ ６ に て 三 点
支 持 さ せ る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ７ ９ １ ２ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 内 視 鏡 装 置 の 場 合 、 把 持 部 １ ０ ５ の 先 端 側 に 、 把 持 部 １ ０ ５
の 先 端 方 向 に 沿 っ て 延 び る よ う に し て ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル １ ０ ７ が 接 続 さ れ て い る 。 そ
の た め 、 支 持 部 １ ０ ６ に て 操 作 部 １ ０ ２ を 机 等 の 載 置 面 に 載 置 す る 際 、 ユ ニ バ ー サ ル ケ ー
ブ ル １ ０ ７ を 載 置 面 に 沿 わ せ る 必 要 が あ り 、 ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル １ ０ ７ の 操 作 部 側 端 部
１ ０ ７ ａ を 湾 曲 さ せ て 載 置 し な け れ ば な ら な い 。 そ の た め 、 ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル １ ０ ７
に 負 荷 が か か っ て 反 力 が 大 き く な り 、 こ の 反 力 に よ っ て 操 作 部 １ ０ ２ に 横 方 向 の 力 が 負 荷
さ れ 、 安 定 し て 操 作 部 １ ０ ２ を 載 置 し 続 け る こ と が 困 難 で あ る 。
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て 成 さ れ た も の で あ り 、 操 作 部 を 載 置 面 に 載 置 す る 際 、 ケ ー ブ
ル か ら の 反 力 を 抑 え て 安 定 し た 状 態 で 載 置 す る こ と が で き る 内 視 鏡 装 置 を 提 供 す る こ と を
目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 以 下 の 手 段 を 採 用 す る 。
　 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 装 置 は 、 細 長 で 可 撓 性 を 有 す る 挿 入 部 、 及 び 該 挿 入 部 の 端 部 が 接 続
さ れ 、 該 挿 入 部 を 操 作 す る 操 作 部 を 有 す る 内 視 鏡 と 、 該 内 視 鏡 か ら 得 た 画 像 を 処 理 し て 表
示 す る 装 置 本 体 と 、 前 記 操 作 部 と 前 記 装 置 本 体 と を 接 続 す る ケ ー ブ ル と を 備 え る 内 視 鏡 装
置 で あ っ て 、 前 記 操 作 部 が 、 操 作 部 本 体 と 、 そ れ ぞ れ の 先 端 が 一 つ の 仮 想 平 面 を 形 成 す る
よ う に 前 記 操 作 部 本 体 か ら 突 出 し た 、 少 な く と も ３ つ の 支 持 部 構 成 部 材 を 有 し て 前 記 操 作
部 を 支 え る 支 持 部 と を 備 え 、 前 記 ケ ー ブ ル の 操 作 部 側 端 部 が 、 前 記 挿 入 部 の 突 出 す る 方 向
と 反 対 側 の 方 向 に 突 出 し て 、 前 記 仮 想 平 面 に 沿 う よ う に 前 記 操 作 部 に 接 続 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 は 、 操 作 部 を 机 等 の 載 置 面 に 載 置 し た 際 、 突 出 部 構 成 部 材 が 形 成 す る 仮 想 平 面
と 載 置 面 と が 一 致 す る の で 、 ケ ー ブ ル の 操 作 部 側 端 部 が 載 置 面 に 沿 っ て 配 置 さ せ る こ と が
で き る 。 そ の た め 、 ケ ー ブ ル の 操 作 部 側 端 部 側 の 湾 曲 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き 、 操 作
部 を 載 置 し た 際 の ケ ー ブ ル の 反 力 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る 。 こ の 際 、 挿 入 部 の 操 作
部 側 端 部 の 湾 曲 も 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 装 置 は 、 前 記 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、 前 記 操 作 部 を 手 で 把 持 す
る た め の 把 持 部 が 、 前 記 操 作 部 本 体 に 接 続 さ れ て 配 さ れ 、 前 記 支 持 部 構 成 部 材 の 少 な く と
も 一 つ が 、 前 記 把 持 部 に 配 さ れ 、 前 記 ケ ー ブ ル が 、 前 記 把 持 部 か ら 突 出 し て 配 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 発 明 は 、 ケ ー ブ ル を 把 持 部 か ら 突 出 さ せ た 場 合 で も 、 操 作 部 を 載 置 面 に 載 置 し た 際
に ケ ー ブ ル や 挿 入 部 の 湾 曲 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 装 置 は 、 前 記 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、 前 記 操 作 部 を 手 で 把 持 す
る た め の 把 持 部 が 、 前 記 操 作 部 本 体 に 接 続 さ れ て 配 さ れ 、 前 記 操 作 部 本 体 が 、 前 記 挿 入 部
を 操 作 す る た め の 電 装 部 材 が 内 部 に 収 納 さ れ た 電 装 部 材 収 納 部 を 備 え 、 前 記 支 持 部 構 成 部
材 の 少 な く と も 一 つ が 、 前 記 電 装 部 材 収 納 部 に 配 さ れ 、 前 記 ケ ー ブ ル が 、 前 記 電 装 部 材 収
納 部 か ら 突 出 し て 配 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 は 、 ケ ー ブ ル の 重 さ を 把 持 部 で は な く 電 装 部 材 収 納 部 に 支 持 さ せ る こ と が で き
、 把 持 部 を 把 持 し た 際 の ケ ー ブ ル の 重 み に よ る 操 作 の 不 安 定 感 と 、 操 作 部 を 載 置 面 に 載 置
し た 際 の ケ ー ブ ル や 挿 入 部 か ら の 反 力 と を と も に 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 装 置 は 、 前 記 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、 前 記 ケ ー ブ ル を 保 護 す る
保 護 部 が 、 前 記 電 装 部 材 収 納 部 に 接 続 さ れ て 、 前 記 ケ ー ブ ル の 延 び る 方 向 に 沿 っ て 設 け ら
れ 、 前 記 保 護 部 に 、 前 記 支 持 部 構 成 部 材 の 少 な く と も 一 つ が 配 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
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る 。
　 こ の 発 明 は 、 ケ ー ブ ル の 操 作 部 側 端 部 の 延 び る 方 向 を 一 定 の 方 向 に 保 持 す る こ と が で き
、 ケ ー ブ ル の 操 作 部 側 端 部 を 保 護 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 操 作 部 を 載 置 面 に 載 置 す る 際 、 ケ ー ブ ル か ら の 反 力 を 抑 え て 安 定 し た
状 態 で 載 置 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 第 １ の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 １ は 、 細 長 で 可 撓 性 を 有 す る 挿 入 部 ２ 、 及 び 挿 入 部 ２ の 操
作 部 側 端 部 （ 端 部 ） ２ ａ が 接 続 さ れ 、 挿 入 部 ２ を 操 作 す る 操 作 部 ３ を 有 す る 内 視 鏡 ５ と 、
内 視 鏡 ５ か ら 得 た 画 像 を 処 理 し て 表 示 す る 装 置 本 体 ６ と 、 操 作 部 ３ と 装 置 本 体 ６ と を 接 続
す る ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル （ ケ ー ブ ル ） ７ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 操 作 部 ３ は 、 操 作 部 本 体 ８ と 、 そ れ ぞ れ の 先 端 が 一 つ の 仮 想 平 面 Ｐ を 形 成 す る よ う に 操
作 部 本 体 ８ か ら 突 出 し た 、 三 つ の 支 持 部 構 成 部 材 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ ， １ ０ Ｃ を 有 し て 操 作 部
３ を 支 え る 支 持 部 １ ０ と を 備 え て い る 。
　 操 作 部 本 体 ８ に は 、 操 作 部 ３ を 作 業 者 が 手 で 把 持 す る た め の 把 持 部 １ １ が 接 続 さ れ て 配
さ れ て い る 。 ま た 、 操 作 部 本 体 ８ は 、 挿 入 部 ２ を 操 作 す る た め の 図 示 し な い 電 装 部 材 が 内
部 に 収 納 さ れ た 電 装 部 材 収 納 部 １ ２ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 操 作 部 ３ を 机 等 に 載 置 し た 際 に 、 上 側 と な る 操 作 部 本 体 ８ の 表 面 に は 、 挿 入 部 ２ の 湾 曲
操 作 を 行 う た め の ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク １ ３ や 、 ズ ー ム ス イ ッ チ １ ５ 等 が 配 さ れ て い る 。 電 装
部 材 収 納 部 １ ２ は 、 操 作 部 ３ を 載 置 し た 際 に 、 操 作 部 本 体 ８ の 下 側 と な る 位 置 に 配 さ れ て
お り 、 そ の 下 面 ８ ａ は 平 面 状 に 形 成 さ れ 、 支 持 部 構 成 部 材 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ が 下 面 ８ ａ か ら
突 出 し て 配 さ れ て い る 。
　 挿 入 部 ２ は 、 操 作 部 側 端 部 ２ ａ が 仮 想 平 面 Ｐ に 沿 う よ う に 、 操 作 部 本 体 ８ の 電 装 部 材 収
納 部 １ ２ 側 か ら 一 方 向 （ 図 中 Ａ 方 向 ） に 延 び て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 把 持 部 １ １ は 、 挿 入 部 ２ の 接 続 位 置 と は 反 対 側 か ら 突 出 し 、 途 中 で 操 作 部 本 体 ８ の 下 側
に 向 っ て 屈 曲 し て 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 把 持 部 １ １ は 、 把 持 部 １ １ が 支 持 部 構 成 部 材 １
０ Ｃ と し て 支 持 部 構 成 部 材 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ と と も に 仮 想 平 面 Ｐ を 形 成 す る 位 置 ま で 先 端 が
延 び て い る 。 従 っ て 、 操 作 部 ３ は 、 三 つ の 支 持 部 構 成 部 材 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ ， １ ０ Ｃ に よ っ
て 三 点 支 持 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 把 持 部 １ １ の 先 端 １ １ ａ 近 傍 に は 、 ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ７ の 操 作 部 側 端 部 ７ ａ を 固 定
す る た め の 固 定 部 材 １ ６ が 配 さ れ て い る 。
　 ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ７ の 操 作 部 側 端 部 ７ ａ は 、 こ の 把 持 部 １ １ の 固 定 部 材 １ ６ に 固 定
さ れ て 、 こ こ か ら 、 挿 入 部 ２ の 突 出 す る 方 向 と 反 対 方 向 （ 図 中 Ｂ 方 向 ） に 突 出 す る よ う に
接 続 さ れ て い る 。 即 ち 、 操 作 部 ３ を 仮 想 平 面 Ｐ に 載 置 し た 際 、 仮 想 平 面 Ｐ に 沿 う よ う に 接
続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 装 置 本 体 ６ に は 、 図 示 し な い 電 源 部 や 表 示 部 が 配 さ れ て お り 、 携 帯 し て 又 は 牽 引 し て 移
動 さ せ る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 １ の 本 発 明 に 係 る 部 分 の 作 用 ・ 効 果 に つ い て 説 明 す
る 。
　 操 作 部 ３ を 図 示 し な い 机 等 の 載 置 面 に 載 置 す る と き 、 支 持 部 １ ０ に て 載 置 す る 。 こ の と
き 、 載 置 面 と 仮 想 平 面 Ｐ と が 一 致 し 、 操 作 部 ３ は 、 支 持 部 １ ０ に よ っ て 載 置 面 に 三 点 支 持
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さ れ る 。 こ の 際 、 ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ７ の 操 作 部 側 端 部 ７ ａ が 、 支 持 部 １ ０ が 形 成 す る
仮 想 平 面 Ｐ に 沿 う よ う に 操 作 部 本 体 ８ に 接 続 さ れ て い る の で 、 操 作 部 ３ を 机 等 に 載 置 し た
際 、 ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ７ は 、 載 置 面 と 並 行 し て 把 持 部 １ １ の 先 端 １ １ ａ か ら ほ と ん ど
湾 曲 し な い 状 態 と な る 。 同 様 に 、 挿 入 部 ２ も 載 置 面 と 並 行 し て 操 作 部 ３ か ら 突 出 し て 仮 想
平 面 Ｐ 上 に ほ と ん ど 湾 曲 し な い 状 態 と な る 。
　 こ う し て 、 操 作 部 ３ に は 、 挿 入 部 ２ や ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ７ か ら の 反 力 が 負 荷 さ れ な
い の で 、 支 持 部 １ ０ に よ る 三 点 支 持 状 態 が 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 内 視 鏡 装 置 １ に よ れ ば 、 操 作 部 ３ を 床 等 の 載 置 面 に 載 置 し た 際 、 ユ ニ バ ー サ ル ケ ー
ブ ル ７ の 操 作 部 側 端 部 ７ ａ が 仮 想 平 面 Ｐ に 沿 っ て 配 置 さ れ る の で 、 ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル
７ の 操 作 部 側 端 部 ７ ａ 側 が 湾 曲 し て し ま う の を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き 、 操 作 部 ３ を 載
置 し た 際 の ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ７ の 反 力 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る 。 こ の 際 、 挿 入
部 ２ の 操 作 部 側 端 部 ２ ａ の 湾 曲 も 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る 。
　 従 っ て 、 操 作 部 ３ を 載 置 面 に 載 置 し た 際 に ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ７ や 挿 入 部 ２ の 湾 曲 を
最 小 限 に 抑 え る こ と が で き 、 操 作 部 ３ を 安 定 し た 状 態 で 載 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 図 ３ 及 び 図 ４ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 な お 、 上 述 し た 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 す と と も に 説 明 を 省
略 す る 。
　 第 ２ の 実 施 形 態 と 第 １ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 ２ ０ の
内 視 鏡 ２ １ の 操 作 部 ２ ２ と 装 置 本 体 ６ と を 接 続 す る ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ２ ３ が 、 操 作 部
本 体 ２ ５ の 電 装 部 材 収 納 部 ２ ６ か ら 挿 入 部 ２ の 突 出 す る 方 向 と 反 対 方 向 に 突 出 し て 配 さ れ
て い る と し た 点 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 電 装 部 材 収 納 部 ２ ６ に は 、 ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ２ ３ を 保 護 す る 保 護 部 ２ ７ が 、 ユ ニ バ
ー サ ル ケ ー ブ ル ２ ３ の 延 び る 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ て い る 。 こ の 保 護 部 ２ ７ に は ユ ニ バ ー
サ ル ケ ー ブ ル ２ ３ を 挟 持 す る た め の 溝 ２ ７ Ａ が 形 成 さ れ て お り 、 保 護 部 ２ ７ の 一 端 ２ ７ ａ
は 、 電 装 部 材 収 納 部 ２ ６ に 接 続 さ れ 、 他 端 ２ ７ ｂ は 、 把 持 部 ２ ８ の 先 端 ２ ８ ａ に 接 続 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 電 装 部 材 収 納 部 ２ ６ の 下 面 ２ ６ ａ の 周 囲 に は 、 支 持 部 ３ ０ の 収 納 部 構 成 部 材 ３ ０ Ａ ， ３
０ Ｂ が 鍔 状 に 突 出 し て 配 さ れ て い る 。 ま た 、 保 護 部 ２ ７ の 溝 ２ ７ Ａ の 両 側 面 が 、 電 装 部 材
収 納 部 ２ ６ の 下 面 ２ ６ ａ よ り も 下 側 に 突 出 し て 支 持 部 ３ ０ の 収 納 部 構 成 部 材 ３ ０ Ｃ ， ３ ０
Ｄ と な っ て い る 。 即 ち 、 支 持 部 ３ ０ の 収 納 部 構 成 部 材 ３ ０ Ａ ， ３ ０ Ｂ ， ３ ０ Ｃ ， ３ ０ Ｄ に
て 一 つ の 仮 想 平 面 Ｐ を 形 成 す る よ う に な っ て い る 。 従 っ て 、 第 １ の 実 施 形 態 と は 異 な り 、
支 持 部 ３ ０ は 、 机 等 の 載 置 面 に 対 し て 線 接 触 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 内 視 鏡 装 置 ２ ０ に よ れ ば 、 操 作 部 ２ ２ の 支 持 部 ３ ０ を 机 等 の 載 置 面 に 載 置 す る こ と
に よ っ て 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 ２ ０ と 同 様 の 作 用 ・ 効 果 を 奏 す る こ と が で き
る 。
　 こ の 際 、 ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ２ ３ の 重 さ を 把 持 部 ２ ８ で は な く 電 装 部 材 収 納 部 ２ ６ に
支 持 さ せ る こ と が で き 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 １ よ り も 、 作 業 者 が 把 持 部 ２ ８
を 把 持 し た 際 の ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ２ ３ の 重 み に よ る 操 作 部 ２ ２ の 操 作 の 不 安 定 感 を 払
拭 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ２ ３ の 操 作 部 側 端 部 ２ ３ ａ が 延 び る 方 向 を 保 護 部 ２ ７ に よ
っ て 一 定 の 方 向 に 保 持 さ せ る こ と が で き 、 ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ２ ３ の 操 作 部 側 端 部 ２ ３
ａ を 保 護 す る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 操 作 部 ２ ２ が 載 置 面 に 対 し て 線 接 触 と な る の で 、 点 接 触 の 場 合 よ り も 安 定 し た
状 態 で 載 置 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 本 発 明 の 技 術 範 囲 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸
脱 し な い 範 囲 に お い て 種 々 の 変 更 を 加 え る こ と が 可 能 で あ る 。
　 例 え ば 、 上 記 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て 、 ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ２ ３ を 保 護 部 ２ ７ の 溝 ２
７ Ａ に 係 合 し て 保 護 し て い る が 、 保 護 部 の 中 心 軸 に 沿 っ て 貫 通 孔 を 設 け 、 貫 通 孔 内 に ユ ニ
バ ー サ ル ケ ー ブ ル ２ ３ を 収 納 し て 保 護 さ せ て も 構 わ な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 要 部 を 示 す 上 側 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 要 部 を 示 す 下 側 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 要 部 を 示 す 上 側 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 要 部 を 示 す 下 側 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 内 視 鏡 装 置 の 要 部 を 示 す 上 側 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 内 視 鏡 装 置 の 要 部 を 示 す 下 側 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
１ ， ２ ０ 　 内 視 鏡 装 置
２ 　 挿 入 部
３ ， ２ ２ 　 操 作 部
５ ， ２ １ 　 内 視 鏡
６ 　 装 置 本 体
７ ， ２ ３ 　 ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル （ ケ ー ブ ル ）
８ ， ２ ５ 　 操 作 部 本 体
１ ０ 　 支 持 部
１ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ ， １ ０ Ｃ ， ３ ０ Ａ ， ３ ０ Ｂ ， ３ ０ Ｃ ， ３ ０ Ｄ 　 支 持 部 構 成 部 材
１ １ ， ２ ８ 　 把 持 部
１ １ ａ ， ２ ８ ａ 　 先 端
１ ２ ， ２ ６ 　 電 装 部 材 収 納 部
２ ７ 　 保 護 部
２ ７ Ａ 　 溝
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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